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(4) 5-10分間の超低温処理 (-190oCまたは -80oC)によって, 硬実性は発芽を菩することなく消
去しうる｡
(5)種皮の不透水性に基づく硬芙性以外に, 肱は休眠性を有 し, 休眠かくせいは 35oCの高温で促進さ
れ,5oCの低温で抑制される｡25oC≠15oCの変温, チオ尿素の 0.8-0.4% 溶液および尿素の 0.1% 溶
液は, 休眠打破に対していちじるしい効果があるが, ジベレリンおよび硝酸カリウムはほとんど効果がな
い｡ また休眠性は個体による差異が大きい｡
(6)硬実発現は環境の影響を受けやすいが, 硬実性には polygenicな遺伝的要因も関係 していること
を明らかにし, 硬実率の低い系統育成の可能性を指摘している｡











またレンゲ種子には硬実性以外に胆に休眠性が存在することを確認 し, 休眠か くせいは高温で促進さ
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